
令和 6年度　第 2次試験問題

 3．中小企業の診断及び助言に関する
実務の事例Ⅲ

14：00～15：20

受験番号：

（途中退室する場合は、下の欄に受験番号を必ず記入してください。）

Ｃ

Ｃ

＊試験開始前に、次の事項を必ずご確認ください。
携帯電話やスマートフォン、ウエアラブル端末などの通信機器・電子機器類は、机

上に置くことも、身に着ける（ポケット等に入れる）ことも、使用することもできませ
ん。このことが試験時間中に守られていない場合は、不正行為として対処します。試
験開始前に必ず電源を切った上でバッグなどにしまってください。
スマートウオッチやイヤホン、スマートグラスなどの取り扱いも同様です。

注　意　事　項
1．開始の合図があるまで、問題用紙・解答用紙に触れてはいけません。合図の前に
問題用紙を開いた場合は、不正行為として対処します。
2．開始の合図があったら、最初に、解答用紙を開いて受験番号を間違いのないよう
に必ず記入してください。
　 受験番号の最初の ３桁の数字（ 2 ４ 0 ）は、あらかじめ印字してあるので、 ４桁目
から記入すること。
3．解答は、黒の鉛筆またはシャープペンシルで、問題ごとに指定された解答欄に
はっきりと記入してください。記入内容が判読できない場合は採点されません。
4．解答用紙には、受験番号以外の氏名や符号などを記入したり、所定の解答欄以外
に記入をしてはいけません。
5．解答用紙は、必ず提出してください。持ち帰ることはできません。
6．試験開始後 30 分間および試験終了前 ５分間は退室できません。（下記参照）
7．試験終了の合図と同時に必ず筆記用具を置いてください。試験終了後に記入や修
正をしてはいけません。記入や修正をした場合は、不正行為として対処します。
　 解答用紙は広げたまま、受験番号を記入した面を上にして机上に置いてください。
8．解答用紙の回収が終わり監督員の指示があるまで席を立たないでください。
9．試験時間中に体調不良などのやむを得ない事情で席を離れる場合には、監督員に
申し出てその指示に従ってください。

10．その他、受験に当たっての注意事項は、受験票裏面などを参照してください。

＜途中退室者の方へ＞
試験開始 30 分後から終了 ５ 分前までの間に退室する場合は、解答用紙と受験票を
監督員席まで持参して、解答用紙を提出してから退室してください。問題用紙も、表
紙の下部に受験番号を記入した上であわせて提出してください。
問題用紙は、当該科目の試験終了後に該当する受験番号の席に置いておきますの

で、必要な方は当該科目の試験終了後 20 分以内に取りに来てください。それ以降は
回収します。回収後はお渡しできません。なお、問題用紙の紛失などについては責を
負いませんのでご承知おきください。
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【企業概要】

　C社は、資本金 5,000 万円、従業員 70 名、年商約 14 億円の搬送機器製造業であ

る。会社組織は、総務部、設計部、製造部、営業部で構成されている。

　搬送機器とは、工場や物流倉庫などで製品・商品や資材などを工程間、設備間で移

動させる機器であり、コンベヤ式や昇降式、パイプライン式など、移動する対象の形

状や大きさ、移動方法に合わせたさまざまな形態のものがある。

　C社は、工作機械メーカーや物流機器メーカーが設計、製造、据え付けする加工機

械などの工場設備や、自動仕分け機などの物流設備に組み込まれるローラコンベヤ

や、ベルトコンベヤを受託生産している。

　C社社長は、工作機械メーカーX社で、工作機械を設置する顧客企業の依頼を受

けて、搬送機器を含む工場設備レイアウト設計を担当し、工場の生産性を高めること

を顧客に提案してきた。その経験を生かして 2011 年に C社を設立した。

　設立当初は賃貸工場で中古機械を活用し、X社が設計するコンベヤの特注品の受

託生産からスタートした。その後、C社社長の搬送機能についての有効な提案を受け

られることもあり、X社以外の工作機械メーカーや物流機器メーカーの特注品受託

生産も獲得するようになった。

　受注量の増加に対応するため、工業団地に用地を取得してNC加工機などの生産設

備を導入するとともに、設計要員や製造要員などの技術者を中心に採用し生産拡大を

図ってきた。現在の取引先企業数は、工作機械メーカー ５社、物流機器メーカー ３社

であり、そのうちX社からの受注金額が多く全体の ６割を超えている。

　X社では、見込生産の搬送機器を中国企業に生産委託していたが、近年現地生産コ

ストが上昇し、さらにコロナ禍以降納品が不安定な状態になったため、生産を国内に

移管したことから、C社の受注量は近年さらに増加傾向にある。

【受注、設計のプロセス】

　受注窓口の営業部に引き合いがあると、顧客企業が作成した製品仕様書および製品

図面を確認して、見積書を作成し、顧客企業との価格交渉を経て契約をする。見積金

額は、過去に製造した搬送機器の契約金額を参考に、営業部員が材料費と社内加工

費、その他の経費を合計して算出し、最終契約金額も含め営業部長が決裁している。
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最近の材料費や人件費の高騰に対応した見直しは一応行われているものの、契約金額

は現状のコスト高には対応できていない。契約後、営業部は、受注番号を付与して受

注管理システムに受注情報を入力し、顧客企業が作成した製品仕様書および製品図面

を設計部に引き渡す。受注番号は、製造部では製造番号として使われる。

　営業部が受注情報を入力すると、設計部では製品仕様書および製品図面に基づいて

製作図面を作図し、部品構成表を作成する。部品構成表はデジタルデータとして、製

造部での材料と外注品の発注、在庫管理に活用されている。

【生産の現状】

　製造部は、生産管理課、資材管理課、機械加工課、製缶課、組立課で構成されてい

る。

　C社が製造するコンベヤ製品は、ローラやベルトからなる搬送体、搬送体を回転さ

せるモーターを含む駆動部、搬送体と駆動部を支えるフレームの ３つの構造体によっ

て構成されている。これらの構造体については、フレームは主に製缶課で、駆動部お

よび搬送体の加工は機械加工課で内製化されており、その他の外注部品やモーターな

どの購入品を加えた最終の組立を組立課が行っている。

　設計部で製作図面が完成すると、生産管理課で必要とする各製造工程の工数計画を

立て、顧客要求納期を基準として製造番号ごとの大日程計画を策定し、製造部各課に

調達指示、生産指示を出す。その大日程計画と設計部で作成された部品構成表に従っ

て、資材管理課では必要材料と外注品の発注を行い在庫管理をする。

　機械加工課、製缶課、組立課の製造工程では、生産管理課で作成される大日程計画

に準じて製造を行うが、詳細の進捗管理など生産統制は製造部長以下、製造部各課長

が参加して週 １回週末に開催される生産会議で調整される。生産会議では、各製造番

号の作業進捗状況の確認、各製造番号の材料や外注品の納品状況の確認などを行い、

次週 １週間の各工程の週次日程計画表を作成する。週次日程計画表の各作業の工数見

積もりは、製造部各課長の経験を基に作成されている。また、顧客からの設計変更や

納期変更などが生じた場合など、生産会議には必要に応じて設計担当者が参加し、変

更内容を周知して作業順序などの確認を行う。

　近年受注量が増加し、顧客から納期の短縮を要請されることもあり、大日程計画や

拡大DKJC2-C.indd   2拡大DKJC2-C.indd   2 2024/10/09   16:20:062024/10/09   16:20:06



3

週次日程計画などの工程管理の混乱が生じている。現在は何とか納期を確保できてい

るが、今後この傾向が顕著になった場合、現在の管理では納期遅延が生じる恐れがあ

り、製造部では IT利用も図りながらその対応を検討している。

　生産工程では、製缶工程（製缶課）の残業や休日出勤が多く、納期対応のため週次日

程計画表の変更が常態化している。前工程の機械加工工程（機械加工課）や後工程の組

立工程（組立課）では、不適合品発生などの特別な場合を除き残業や休日出勤は生じて

いない。

　製造完了後は製造部で最終検査を行い、顧客企業が指定する場所に納品し、据付は

顧客企業が行う。据付後のメンテナンスについては顧客企業が行うが、X社の場合は

C社の営業部が担当している。
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第 １ 問（配点 20 点）

　C社の強みを 80 字以内で述べよ。

第 ２問（配点 20 点）

　コロナ禍以降増加傾向にある受注量に対応するため、C社製造部では工程改善に

よって生産能力の向上を図る検討を進めている。どのように工程改善を進めるべき

か、100 字以内で助言せよ。

第 ３問（配点 20 点）

　C社では、受注量の増加や納期短縮要請などの影響で製造部の工程管理が混乱して

いる。どのように工程管理業務を改善するべきか、その進め方を 100 字以内で助言せ

よ。

第 ４問（配点 20 点）

　C社の顧客企業との契約金額は、最近の材料費や人件費の高騰に対応した見直しは

行われているものの、現状のコスト高には対応できていない。今後、顧客企業と価格

交渉を円滑に行うための社内の事前対策を 120 字以内で助言せよ。

第 ５問（配点 20 点）

　C社社長は、小規模の工場施設や物流施設の新設や更新を計画している企業と直接

契約し、自社企画の製品を設計、製造することで事業を拡大したいと考えている。こ

の新しい事業展開を成功させるにはどのように推進するべきか、120 字以内で助言せ

よ。
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